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平
成
14
年
８
月
26
、

27
日
の
日
程
で
、
霞
ヶ
浦

流
域
に
お
け
る
水
環
境

保
全
活
動
の
調
査
と
土

浦
ビ
オ
ト
ー
プ
霞
ヶ
浦

湖
北
流
域
下
水
道
処
理

施
設
の
見
学
な
ど
、
今

後
、
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐

梯
湖
沼
流
域
に
お
い
て
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
施
策
等
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
õ
霞
ヶ
浦
市
民
協
会
と
は
、「
泳
げ
る
霞

ヶ
浦
」
へ
の
挑
戦
な
ど
実
践
的
な
水
環
境
保
全
活

動
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
14
年
11
月
13
日
、
猪
苗
代
町
の
ホ
テ
ル
リ

ス
テ
ル
猪
苗
代
に
お
い
て
、
流
域
住
民
等
の
水
環

境
保
全
に
係
る
意
識
高
揚
を
図
り
、
水
環
境
保
全

活
動
等
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
流
域
住
民
や
水
環
境
保
全
の
活
動
団

体
の
方
々
な
ど
２
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
水
環
境
保
全
活
動
事
例
発
表

一
「
わ
た
し
た
ち
の
猪
苗
代
湖
を
守
ろ
う
」

猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校
　
六
学
年

総
合
的
な
学
習
の
中
で
猪
苗
代
湖
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
学
区
内
の
高
橋
川
に
お
る
水
生
生
物
調

査
結
果
か
ら
河
川
の
汚
れ
や
生
物
の
多
様
性
を
知

っ
た
こ
と
、
県
内
で
は
猪
苗
代
湖
が
唯
一
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
浮
葉
植
物
の
ア
サ
ザ
の
水
質
浄

化
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
を
招
い
て
学
習
す

る
と
と
も
に
、
実
際
に
ア
サ
ザ
を
育
て
、
そ
の
観

察
や
猪
苗
代
湖
へ
の
移
植
を
体
験
し
、
自
分
た
ち

の
手
で
猪
苗
代
湖
を
守
り
、
育
て
よ
う
と
す
る
認

識
を
新
た
に
し
た
こ
と
な
ど
、
体
験
学
習
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

二
　
裏
磐
梯
湖
沼
群
の

水
質
・
水
生
生
物
の
調
査
を
通
し
て

北
塩
原
村
立
裏
磐
梯
中
学
校
　
全
学
年

総
合
的
な
学
習
の
中
で
、
裏
磐
梯
の
美
し
い
自

然
環
境
を
テ
ー
マ
に
学
習
を
進
め
、
桧
原
湖
、
小

野
川
湖
、
秋
元
湖
や
こ
れ
ら
を
結
ぶ
河
川
、
さ
ら

に
、
五
色
沼
な
ど
の
ｐ
Ｈ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
等
の
パ
ッ
ク

テ
ス
ト
に
よ
る
水
質
調
査
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査

を
実
施
し
て
水
質
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

生
活
排
水
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
実
験
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
地
域
の

方
々
に
公
開
し
て
水
環
境
保
全
の
重
要
性
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
を
し
ま
し
た
。

三
「
南
湖
公
園
の
水
質
浄
化
に
つ
い
て
」

南
湖
を
考
え
る
会
　
竹
内
政
美

日
本
で
最
初
の
公
園
で
あ
り
、
国
史
跡
・
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
南
湖
公
園
は
、
古
く
か
ら
地

域
の
憩
い
の
場
や
農
業
用
水
の
た
め
池
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
水
質
汚
濁
の
進
行
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

南
湖
公
園
を
考
え
る
会
で
は
、
県
立
白
河
旭
高

等
学
校
化
学
部
と
共
同
で
炭
素
繊
維
に
よ
る
水
質

浄
化
の
モ
デ
ル
試
験
を
行
う
な
ど
、
じ
ゅ
ん
さ
い

が
生
育
し
、
ほ
た
る
の
飛
び
交
う
美
し
い
姿
を
取

り
も
ど
す
た
め
の
取
り
組
み
や
官
・
民
・
学
の
連

携
に
よ
る
総
合
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

○
講
　
演

20
世
紀
は
、
水
を
汚
し
て
き
た
歴
史
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
水
を
汚
し
、
過

度
に
使
用
し
た
こ
と
は
、
日
本
近
代
社
会
の
発
展

と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
、
こ
の

状
況
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
知
恵
を
出

し
合
え
ば
よ
い
の
か
、
全
国
の
水
環
境
保
全
の
取

組
み
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
と
水

環
境
保
全
の
視
点
か
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
良
好
な
水
環
境
を
有

す
る
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
湖
沼
群
の
水
環
境
保
全
の
意
識

高
揚
を
図
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
審
査
の
結
果
、
13
点
の
入
賞
作
品
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
作
品
は
、
本
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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○
テ
ー
マ

「
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
の
風
景
や
水
辺
の
動
植

物
が
生
息
す
る
豊
か
な
水
環
境
を
表
現
し
た
も
の
」

○
応
募
作
品
数

１
６
１
点

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
る

霞
ヶ
浦
の
調
査
研
修
を
実
施

「
水
は
ど
う
す
れ
ば

き
れ
い
に
な
る
の
か
」

筑
波
大
学
社
会
学
系
　
教
授

鳥
越
　
皓
之

「
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
作
品
が
決
定



「
福
島
県
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の

の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
が
こ
の
４
月

か
ら
本
格
施
行
し
ま
す
。
県
が
施
策
展
開
す
る
猪

苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
の
水
環
境
保
全
に
関
連

す
る
新
規
重
点
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

○
猪
苗
代
湖
等
水
辺
環
境
保
全
整
備
促
進
事
業
　

（
生
活
環
境
部
）

猪
苗
代
湖
等
の
良
好
な
水
辺
環
境
を
有
し
て

い
る
地
域
を
対
象
に
、
地
元
環
境
保
全
団
体
等
と

連
携
し
て
、
動
植
物
の
生
息
調
査
や
植
生
状
況
に

関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
シ
等
の

群
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
条
例

に
基
づ
く
水
環
境
保
全
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

○
特
定
事
業
等
に
対
す
る

高
度
処
理
施
設
整
備
事
業

（
生
活
環
境
部
）

下
水
道
等
整
備
計
画
区
域
外
の
特
定
事
業
場

等
で
あ
っ
て
、
条
例
で
規
定
す
る
排
水
基
準
に
適

合
さ
せ
る
た
め
、
浄
化
槽
等
の
排
水
処
理
施
設
の

窒
素
・
リ
ン
に
係
る
高
度
処
理
施
設
整
備
を
実
施

す
る
場
合
に
、
そ
の
高
度
処
理
施
設
整
備
の
部
分

に
つ
い
て
、
補
助
し
ま
す
。

○
そ
の
他
の
事
業

①
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
に
係
る
条
例
推
進
事
業

（
生
活
環
境
部
）

②
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

（
生
活
環
境
部
）

③
農
業
集
落
排
水
事
業
（
高
度
処
理
型
）

（
農
林
水
産
部
）

④
湖
沼
水
質
保
全
高
度
処
理
施
設
整
備
事
業

（
土
木
部
）

⑤
猪
苗
代
湖
等
湖
沼
水
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推

進
事
業

（
農
林
水
産
部
）

（
基
金
の
概
要
）

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」
湖
美

来
基
金
は
、
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
流

域
に
お
け
る
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動

を
情
報
発
信
し
、
広
く
理
解
と
支
援
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
流
域
に
お
け
る
水
環

境
保
全
活
動
の
推
進
を
図
り
、
猪
苗
代
湖
及

び
裏
磐
梯
湖
沼
群
を
美
し
い
ま
ま
未
来
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
昨
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
基
金
の
構
成
）

湖
美
来
基
金
は
、「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ

と
磐
梯
」
湖
美
来
ク
ラ
ブ
会
費
と
募
金
等
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
実
績
）

昨
年
11
月
の
湖
美
来
ク
ラ
ブ
会
員
の
募
集

開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
６
７
０
名

の
方
々
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
も
35
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
基
金
の

額
は
二
〇
〇
万
円
を
超
え
、
湖
美
来
基
金
に

対
す
る
関
心
と
共
感
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。多

く
の
方
々
か
ら
寄
付
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
寄
付

を
頂
い
た
方
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
　
略
）

・
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
３
０
地
区

地
区
大
会
実
行
委
員
会（
福
島
市
）

・
安
部
義
孝
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
館
長

（
い
わ
き
市
）

・
福
島
県
中
部
特
定
郵
便
局
長
会

（
郡
山
市
）

・
中
村
玄
正
日
本
大
学
工
学
部
教
授

（
郡
山
市
）

・
若
月
ミ
キ
子
（
基
金
名
称
募
集
に
お
け
る

最
優
秀
賞
受
賞
者
）

（
福
島
市
）

・
川
島
廣
守
（
日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

野
球
組
織
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
東
京
福
島

県
人
会
会
長
）

（
東
京
都
）

・
和
田
静
子（
東
京
福
島
県
人
会
副
会
長
）（
東
京
都
）

・
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
職
員
親
和
会
マ
リ
ン
ク
ラ
ブ

（
い
わ
き
市
）

（
紙
面
の
都
合
上
１
万
円
以
上
の
御
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
々
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

湖
美
来
基
金
で
は
、
流
域
に
お
け
る
水
環

境
保
全
の
た
め
の
活
動
に
対
し
助
成
事
業
を

行
い
ま
す
。

（
助
成
事
業
の
概
要
）

助
成
対
象
団
体
等

流
域
に
お
い
て
、
水
環
境
保
全
に
関
す
る
主

体
的
・
自
主
的
な
実
践
活
動
等
を
実
施
す
る

個
人
又
は
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

助
成
対
象
事
業
の
実
施
期
間

助
成
決
定
日
か
ら
16
年
３
月
31
日
ま
で

助
成
対
象
事
業

水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
実
践
活
動
事
業

・
水
生
動
植
物
の
保
護
、
育
成

・
緑
化
活
動

・
水
環
境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
業
の
実
践

な
ど
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
調
査
研
究

活
動
事
業

・
河
川
、
湖
沼
等
の
水
質
調
査

・
水
質
汚
濁
、水
質
浄
化
に
関
す
る
調
査
研
究

・
水
生
動
植
物
の
調
査
研
究
な
ど
水
環
境
の

保
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

・
水
に
関
わ
る
観
察
会
、
学
習
会
、
研
修
会
、

講
演
会
の
開
催
な
ど

助
成
額

１
事
業
当
た
り
20
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成

し
ま
す
。（
15
年
度
）

助
成
件
数

６
件
程
度
（
15
年
度
）

募
集
期
間

15
年
４
月
１
日
〜
15
年
４
月
30
日

そ
の
他

申
込
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

助
成
対
象
と
な
る
事
業
経
費
等
、
助
成
内
容

の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

湖
美
来
ク
ラ
ブ
に
は
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

湖
美
来
ク
ラ
ブ
会
費
は
年
２
、
０
０
０
円

（
個
人
会
員
）
で
す
。
湖
美
来
会
員
の
期
間
は

加
入
し
た
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

湖
美
来
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
に
は
会
員
証
を

お
送
り
し
ま
す
。

申
込
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

湖
美
来
基
金
や
湖
美
来
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
に
お
た
ず
ね
に
な
る

か
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
基
金
の
実
績
状
況
に
つ
い
て

○
寄
付
御
礼

○
流
域
の
水
環
境
保
全
活
動
に

助
成
を
行
い
ま
す

○
湖
美
来
ク
ラ
ブ
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

湖
美
来

み
ず
み
ら
い

基
金
事
業
に
つ
い
て



北塩原村�

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
か
ら
の

リ
ン
除
去
・
回
収
・
肥
料
化
技
術

全
国
の
湖
沼
や
閉
鎖
性
海
域
の
富
栄
養
化
は

い
っ
こ
う
に
解
決
さ
れ
ず
、
そ
の
対
策
が
急
が

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
富
栄
養
化
の
原
因
物
質

で
あ
る
リ
ン
は
、
重
要
な
肥
料
成
分
と
し
て
農

業
に
必
要
不
可
欠
な
物
質
で
も
あ
り
、
日
本
は

国
内
に
リ
ン
鉱
石
資
源
を
持
た
な
い
た
め
そ
の

全
量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
て
、
リ
ン
を
大
量
に

輸
入
し
肥
料
や
食
料
へ
の
利
用
の
果
て
に
公
共

用
水
域
に
垂
れ
流
す
こ
と
は
、
も
は
や
許
さ
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
球
上
に
住

む
私
達
の
社
会
が
持
続
的
発
展
を
行
う
た
め
に
、

消
費
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
が
求
め

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
村
で
も
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

下
水
道
設
備
の
次
世
代
テ
ー
マ
と
し
て
、
生
活

汚
水
中
の
リ
ン
を
高
度
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
共
用
水
域
の
環
境
を
保
全
し
、
処
理
過
程

で
リ
ン
を
回
収
・
肥
料
再
利
用
化
を
図
る
こ
と

を
検
討
し
、
平
成
11
年
度
よ
り
生
活
汚
水
か
ら

リ
ン
を
除
去
・
回
収
し
地
元
で
肥
料
と
し
て
再

利
用
す
る
試
み
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

早
稲
沢
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
設

け
ら
れ
た
リ
ン
除
去
・
回
収
の
シ
ス
テ
ム
フ
ロ

ー
は
、
汚
泥
を
回
分
式
活
性
汚
泥
槽
か
ら
脱
リ

ン
・
膜
分
離
槽
に
引
き
抜
き
、
膜
分
離
法
に
よ

り
汚
泥
と
透
過
液
（
濃
縮
リ
ン
含
有
液
）
に
分

離
。
汚
泥
は
再
び
回
分
槽
に
戻
す
と
と
も
に
、

濃
縮
リ
ン
含
有
液
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
添
加
さ
れ

て
流
動
晶
折
槽
に
送
ら
れ
、
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
結
晶
と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
と
い
う
の
が

大
き
な
流
れ
で
す
。

活
性
汚
泥
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
処
理
を
行
う
際
、
汚
泥

中
に
リ
ン
を
適
当
量
（
約
３
％
前
後
）
摂
取
し

ま
す
が
、
逆
に
嫌
気
状
態
で
は
リ
ン
を
吐
き
出

す
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
嫌
気
状
態
と
好
気
状

態
を
繰
り
返
し
経
験
す
る
と
、「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

効
果
」
に
よ
り
、
普
段
よ
り
も
多
く
の
量
の
リ

ン
を
摂
取
、
あ
る
い
は
放
出
で
き
る
よ
う
「
学

習
」
し
ま
す
。
こ
の
リ
バ
ウ
ン
ド
作
用
を
利
用

し
て
、
好
気
状
態
（
回
分
槽
）
で
リ
ン
除
去
を

行
い
、
嫌
気
状
態
（
脱
リ
ン
・
膜
分
離
槽
）
に

戻
し
て
リ
ン
を
吐
き
出
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
フ

ォ
ス
ト
リ
ッ
プ
法
の
生
物
学
的
リ
ン
除
去
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
濃
縮
リ
ン
含
有
液
は

系
外
に
回
収
さ
れ
、
一
方
分
離
し
た
汚
泥
は
好

気
状
態
の
回
分
槽
に
戻
さ
れ
て
再
び
リ
ン
を
摂

取
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
活
性
汚
泥
と
リ
ン
含
有
液
の
固
液
分

離
に
は
膜
処
理
方
式
を
導
入
し
、
よ
り
効
率
的

な
分
離
除
去
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
リ
ン
反

応
と
膜
分
離
を
同
一
槽
で
行
う
こ
と
に
よ
り
設

備
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
も
同
時
に
可
能
に
し
、
最

終
段
階
で
濃
縮
リ
ン
含
有
液
か
ら
経
済
的
・
効

率
的
に
リ
ン
を
回
収
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、

固
定
薬
剤
に
安
価
な
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
使
用

す
る
流
動
晶
析
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り

純
度
の
高
い
結
晶
が
得
ら
れ
、
処
理
後
の
放
流

水
の
Ｔ
―
Ｐ
は
０
・
５
㎎
／
Î
か
ら
０
・
６

㎎
／
Î
程
度
ま
で
に
低
減
し
、
福
島
県
猪
苗
代

湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
の
規
制
値
１
・
０
㎎
／
Î
を
下
回
る

結
果
が
得
ら
れ
水
質
保
全
効
果
が
期
待
で
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
肥
効
試
験
に
つ
い
て
は
、
地
元
早
稲

沢
地
区
の
農
地
に
お
い
て
農
家
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
主
力
特
産
品
「
花
豆
」
を
選
び
栽
培
畑

の
一
部
を
利
用
し
て
元
肥
と
し
て
行
っ
た
結
果
、

回
収
リ
ン
の
方
が
市
販
の
リ
ン
肥
料
以
上
の
収

穫
（
20
％
増
）
が
あ
り
高
い
肥
料
効
果
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

コウホネは、池沼、小川、溝に生育するスイレン科の多年草の
水草（浮葉植物）です。地下茎は肥大して、底質中に横臥し、まば
らに分岐します。茎の先からでた葉には、抽水葉と沈水葉があり、
６月から９月に花茎が抽出し、その先端に黄色の花をつけます。
猪苗代湖では、北岸の浅瀬などに群落を形成しています。

透
明
度
は
、
透
明
度
板
（
セ

ッ
キ
ー
円
板
）
と
呼
ば
れ
る
直

径
30
㎝
の
白
色
円
板
を
水
面
か

ら
識
別
で
き
る
限
界
の
深
さ
を

ｍ
で
表
し
た
も
の
で
、
水
の
濁

り
の
程
度
を
表
す
指
標
で
す
。

猪
苗
代
湖
で
は
、
昭
和
５
年
に

27
・
５
ｍ
の
透
明
度
を
記
録
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で

は
７
〜
８
ｍ
の
範
囲
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

猪苗代湖及び裏磐梯湖沼の自然

○あなたが自慢したくなる猪苗代湖・裏磐梯湖沼の　
スポット等の募集
本協議会では、流域内の水環境情報を広く発信する
ことを目的として、「自慢したくなるスポット」や
「猪苗代湖・裏磐梯湖沼の今昔」などの情報（写真を含
む）を募集します。事務局に寄せられた情報は、「湖
美来通信」やホームページにより紹介していきます。

○「磐梯山・猪苗代湖・裏磐梯の思いでに残る風景」
知事賞作文の紹介
県では、「うつくしまふくしま」の景観づくりに

向けた意識啓発と自主的な活動等を推進するため
「磐梯山・猪苗代湖・裏磐梯の思いでに残る風景」
作文コンクールを開催しました。その知事賞入賞
作品をホームページに掲載されていますのでお知
らせします。（県環境評価景観グループ）

ホームページアドレス
http://www.pref.fukushima.jp/keikan/sakubunnnauyou.htm

●
こ
の
４
月
か
ら
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐

梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る

条
例
が
本
格
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
本

協
議
会
と
し
て
も
水
環
境
保
全
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」

湖
美
来
基
金
運
営
事
業
で
は
、
本
年
度

か
ら
実
質
的
な
活
動
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
湖
美
来
ク
ラ
ブ
員
の
募
集
を
引

き
続
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

湖
沼
の
水
生
植
物
⑤

コ
ウ
ホ
ネ

透明度

編

集

後

記

i n f o r m a t i o n

撮影：鬼多見　賢　氏


